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三朝温泉観光協会HPより引用
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三朝温泉のラドン温泉としての特徴

泉温が高い（76℃） 冷鉱泉 25℃未満
低温泉 25～34℃
温泉 34～42℃
高温泉 42℃以上

温泉名 源泉名 泉温（℃） Rn（マッヘ）

増富 A9号 14.5 12000

増富 大柴 23.2 362

池田 第8号 15.０ 4330

三朝 ひすいの湯 42.6 702

Lurisia（伊） 10.0 3153

Ikaria（希） 19.4～59.8 10～792

Merano 5.0 343



三朝温泉観光協会HPより引用



ラジウム温泉
1989年 ラジウム（226Ra）の発見

1903年 温鉱泉水中の放射性気体発見（キングズ・スプリングにおいてラ
ドンとトロンの中間の性質を持つ放射性気体として発見 H.Sア
レン）

1909年 湯河原、伊豆山、熱海の温泉水の調査

1913年
～1915
年

内務省衛生試験所が全国各地約600の温鉱泉水中のラドン含有量
を測定

1916年 官報1234号で「ラジウムエマナチオン」含量調査の成績発表
三朝温泉では24源泉が記載
「ラジウムエマナチオン含量」142.1マッヘ（1,192Bq/L）
当時世界第２位のラドン含量
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ラジウムエマナチオン

1901年
ラジウムから放出される放射性ガス成分を発見

（ハーレー大学 E. ドーン）
堀内公子，箕輪はるか，吉澤幸夫．三朝温泉におけるラドン研究の百年．温泉科学, 64, 409-421(2015)

「ラジウムから放出されるガス」という意味で
「ラジウムエマナチオン」または「エマン」などと呼
ばれるようになった。
その後、1922年、ラドンと命名
…しかし日本では「ラジウムエマナチオン温泉」を呼
びやすくした「ラジウム温泉」が既に定着していたも
のと思われる。



トロン

トリウム系列のラドンで
ある220Rn
半減期 3.96 秒

御船政明．放射能泉と三朝温泉．
温泉科学, 31, 80-93(1981)



湯けむり怪獣 ミササラドン

ゆるきゃらグランプリ オフィシャルサイトより引用



外気中のラドン濃度

御船政明．放射能泉と三朝温泉．温泉科学, 31, 80-93(1981)

1 pCi = 0.037Bq



三朝温泉地の外気中のRn量

御船政明．放射能泉と三朝温泉．温泉科学, 31, 80-93(1981)

1 pCi = 0.037Bq



気管支の推定年間被曝線量

御船政明．放射能泉と三朝温泉．温泉科学, 31, 80-93(1981)

1 レム = 10 mSv

三朝温泉地住民の222Rnによる気管支の推定年間被曝線量

0.075～2.19レム／年



DOLLSTONE 株式会社ドールストーンHPより引用



ウラン含有市販タイル

DOLLSTONE

株式会社ドールストーンHPより引用





• 温泉の注ぎ口より採水
• 温泉水より共沈法により214Biを取りだし
た。

222Rn
214Pb
214Bi

沈澱

三朝温泉の放射線教育への活用



共沈法の概要

測定

214Bi   Bi(OH)3 の沈澱生成

pH10以上に調整。

担体（硝酸ビスマス五水和物）の添加

硝酸の添加（硝酸酸性条件の調製）

ラドン（水） 222Rn
3.8 d

218At
1.5s

218Po
3.1 m

(99.8 %)

(99.9 %)

214Bi
19.9 m

214Pb
26.8 m

α

α

α
β

β

β
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• 人形峠で採取した土を活性炭(1g)と共にデ
シケーターに保管。

人形峠土壌の放射線教育への活用



• 人形峠で採取した土を活性炭(1g)と共にデ
シケーターに保管。

• 硝酸溶液を用いて活性炭より214Biを溶出さ
せて、ラドン水の代わりとして用いた

人形峠土壌の放射線教育への活用
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温泉水(80 mlまたは160 ml)＋硝酸(10 mlまたは20 ml)

硝酸ビスマス五水和物100 mg
を添加

硝酸鉛100 mg
を添加

硝酸鉛250 mg
を添加

アンモニア水等の添加に
より、pH10以上に調整。

NaOH等で、[OH-]が約
1mol/Lとなるように調整。

硫酸Na 6.5gを加える。

214Pb  Pb(OH)2↓
またはBiと共沈？

214Bi   Bi(OH)3 ↓

保持担体 共沈材

214Bi   Bi(OH)3↓ 214Pb PbSo4↓

保持担体
or

共沈材

214Bi, 214Pbの分離


